
エネルギー準位は対象の物性を司る情報であり, 我々は種々の分光法によってそ
れを知ることができる. しかし，測定したスペクトルからエネルギー準位を目視で識別
することはしばしば難しい問題となる. 準位数を仮定し, ピークフィッティングを行うこ
とでそれを識別することが常であるが, 実際は準位数自体が未知であり, それが知り
たいという状況に度々遭遇する. 本講演ではスペクトルから準位数自体をも推定した
上で，エネルギー準位を求める逆問題をベイズ推定に基づき定式化し, それを解く
枠組み(ベイズ的スペクトル分解)を紹介する. また, 統計力学とベイズ推定の数理的
な対応に基づき, この枠組みを数値的に解析することで, 測定ノイズがある大きさを
超えると推定される準位数が誤った解になる現象(ベイズ推定の相転移)を説明する. 
さらに, 分散型分光法の物理モデルを考慮することで, 正しい準位数を導くために必
要な測定時間(測定限界)を評価し, 実験計画に生かす可能性について述べる. 
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